
中
小
路
、
加
賀
谷
両
先
生
を
送
る
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中
小
路
駿
逸
先
生
は
、
一
九
八
七
年
四
月
に
東
洋
文
化
学
科
に
着
任
さ
れ
た
。
ご
専
門
は
日
本
文
学
で
あ
り
、
本
学
に
来
ら
れ
る
以
前

は
愛
媛
大
学
と
大
阪
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部
に
勤
務
さ
れ
て
い
た
。
先
生
の
ご
関
心
は
文
学
の
分
野
の
み
に
限
ら
ず
、
古
代
日
本
人

の
精
神
世
界
全
般
に
関
わ
る
文
献
研
究
で
あ
り
、
該
博
な
知
識
を
駆
使
し
て
、
本
誌
に
も
意
欲
的
な
論
文
を
次
々
に
発
表
さ
れ
た
。
毎
年

先
生
か
ら
頂
く
年
賀
状
に
は
、
近
況
と
共
に
そ
の
年
の
研
究
目
標
が
書
か
れ
て
い
て
、
学
問
の
道
の
果
て
し
な
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

先
生
の
日
本
文
学
、
特
に
芸
能
史
に
関
わ
る
ご
講
義
は
、
学
生
た
ち
に
も
人
気
が
あ
り
、
と
り
わ
け
授
業
で
先
生
が
芸
能
を
。
実
演
”
さ

れ
る
の
が
、
そ
の
主
た
る
原
因
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
筆
者
は
、
中
小
路
先
生
の
。
実
演
”
を
観
た
こ
と
が
な
い
の
で
、

学
生
た
ち
か
ら
の
伝
聞
に
よ
っ
て
し
か
知
ら
な
い
が
、
さ
ぞ
や
楽
し
い
授
業
で
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
学
内
で
は
、
入
試
の
関
係

を
含
め
て
お
仕
事
も
多
く
、
一
九
九
〇
年
か
ら
二
年
間
は
東
洋
文
化
学
科
の
主
任
も
務
め
て
頂
い
た
。
物
静
か
な
中
に
も
毅
然
た
る
意
志

を
感
じ
さ
せ
る
温
厚
篤
実
な
お
人
柄
で
、
ゼ
ミ
を
担
当
さ
れ
た
学
生
だ
ち
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
た
。
一
九
九
五
年
度
に
は
学
内
の
共
同
研

究
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
世
代
観
の
比
較
研
究
－
老
い
と
青
春
の
文
化
史
－
」
の
代
表
者
と
な
ら
れ
、
こ
の
共
同
研
究
の
成
果
は

『
ア
ジ
ア
、
老
い
の
文
化
史
－
青
春
と
の
比
較
に
お
い
て
』
と
題
し
て
一
九
九
七
年
二
月
に
新
泉
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
一
九
九
七
年

の
春
頃
か
ら
呼
吸
器
系
の
異
状
を
訴
え
ら
れ
、
し
ば
ら
く
休
職
さ
れ
た
後
に
二
〇
〇
〇
年
三
月
末
に
停
年
を
迎
え
ら
れ
た
。
引
き
続
き
四

月
か
ら
は
特
任
教
授
と
な
ら
れ
た
が
、
お
体
の
状
態
が
思
わ
し
く
な
い
た
め
九
月
末
で
ご
退
職
、
十
月
一
日
付
け
で
名
誉
教
授
の
称
号
が

一
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授
与
さ
れ
た
。
今
後
も
中
小
路
先
生
に
は
、
お
体
の
ご
快
復
に
努
め
ら
れ
、
ご
専
門
の
ご
研
究
を
継
続
し
て
頂
き
た
い
と
思
う
。

　
一
九
九
六
年
九
月
末
に
イ
ン
ド
史
が
ご
専
門
の
近
藤
治
教
授
が
退
職
さ
れ
た
半
年
後
、
九
七
年
四
月
よ
り
後
任
と
し
て
着
任
さ
れ
た
の

が
、
加
賀
谷
寛
先
生
で
あ
る
。
先
生
は
九
六
年
三
月
末
に
停
年
で
退
官
さ
れ
る
ま
で
、
永
ら
く
大
阪
外
国
語
大
学
で
ウ
ル
ド
ゥ
ー
語
、
現

代
イ
ラ
ン
、
パ
キ
ス
タ
ン
事
情
を
教
え
ら
れ
て
い
た
。
円
満
、
温
和
な
お
人
柄
で
学
生
だ
ち
か
ら
も
慕
わ
れ
、
熱
心
な
　
。
加
賀
谷
フ
ア

ご
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
学
科
の
教
員
と
し
て
は
、
九
八
、
九
九
の
両
年
度
、
学
内
共
同
研
究
「
ア
ジ
ア
諸
地
域
に
お
け
る
文
化
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
再
検
討
」
の
代
表
者
と
し
て
共
同
研
究
を
主
宰
さ
れ
た
。
こ
の
共
同
研
究
は
計
一
五
回
の
研
究
発
表
会
を
行
な
い
、

そ
の
成
果
は
二
〇
〇
〇
年
三
月
に
『
他
文
化
を
受
容
す
る
ア
ジ
ア
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
和
泉
書
院
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
書
物
の
中

で
加
賀
谷
先
生
は
総
論
「
ア
ジ
ア
社
会
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
お
よ
び
「
イ
ラ
ン
近
現
代
史
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
と
い
う
二
つ
の

論
文
を
書
い
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
、
昨
年
発
行
さ
れ
た
本
誌
に
、
先
生
は
「
ラ
ク
ナ
ウ
と
周
辺
に
、
南
ア
ジ
ア
ー
イ
ス
ラ
ー
ム
の
多
様
性

の
一
端
を
求
め
て
」
と
題
す
る
研
究
ノ
ー
ト
を
寄
稿
さ
れ
て
い
る
。
実
は
昨
年
ま
で
筆
者
は
本
誌
の
編
集
担
当
で
あ
り
、
昨
年
は
例
年
に

な
く
、
原
稿
の
集
ま
り
が
悪
く
、
年
報
の
刊
行
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
八
月
も
下
旬
に
な
っ
て
か
ら
、
急
濾
加
賀
谷
先

生
に
手
紙
を
お
送
り
し
、
原
稿
の
執
筆
を
お
願
い
し
た
の
で
あ
っ
た
。
幸
い
に
も
先
生
は
執
筆
を
快
諾
さ
れ
、
九
月
下
旬
に
は
原
稿
を
提

出
し
て
下
さ
っ
た
。
編
集
の
担
当
者
と
し
て
は
、
こ
の
上
な
く
有
り
難
い
原
稿
で
あ
っ
た
。
原
稿
の
内
容
は
年
報
の
三
号
を
お
読
み
頂
け

れ
ば
よ
い
が
、
永
年
先
生
が
研
究
の
テ
ー
マ
と
さ
れ
て
き
た
、
南
ア
ジ
ア
の
聖
者
廟
崇
拝
や
イ
ス
ラ
ー
ム
の
お
り
方
が
、
現
地
の
調
査
を

踏
ま
え
て
見
事
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
加
賀
谷
先
生
で
な
け
れ
ば
誰
も
書
け
な
い
、
す
ぐ
れ
た
紀
行
文
で
あ
る
。
残
念
な
が
ら
、

先
生
は
二
〇
〇
一
年
の
三
月
末
を
も
っ
て
停
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
た
。
四
年
間
と
い
う
ご
在
職
の
期
間
は
決
し
て
長
く
は
な
い
が
、
今
と

な
っ
て
は
、
ご
専
門
の
研
究
に
つ
い
て
、
先
生
か
ら
、
も
っ
と
お
話
を
伺
っ
て
お
く
べ
き
で
あ
っ
た
と
の
後
悔
を
感
じ
る
ば
か
り
で
あ
る
。

両
先
生
の
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
念
じ
る
こ
と
で
、
小
文
の
結
び
と
し
た
い
。
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